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山形県における啓翁桜産地の生産流通構造――JA山
形おきたまとJAてんどうの例――













































































況、 8. 生産者の状況、 9．産地の抱える問題






















































































































































































































たま川酉一次集荷場に火、木、 H曜Hの7: 30 
~8: 30までに搬入する。南陽市の生産者は南
陽市宮内にある ]A山形おきたま広域集出荷施
設に火、木、 H曜Hの7: 30~8 : 00までに搬
入する。長井市の生産者は長井市九野本（くの
もと）にある ]A山形おきたま長井一次集荷場
に火、木、 H曜Hの7: 30~ 8 : 00までに搬入







たま米沢一次集荷場に火、木、日曜日の 7: 00 
~7: 30までに搬入する。小国町の生産者は小
国町針生（はりう）にある JA山形おきたま小




































































































多い。続いて、 30~39歳は 8 （男 7、女l)人、
70~79歳は 6 （男 5、女l)人、 40~49歳と50












69歳に男 4人、 50~59歳に男 1人、 20~29歳
と30~39歳に男 2人ずつ、②生産者番号2は




゜゜80-89歳 ゜゜70~79歳 5 1 
60-69歳 19 5 
50-59歳 3 
゜40-49歳 3 ゜30-39歳 7 1 
20-29歳 2 
゜10~19歳 ゜゜計 39 7 
単位：人
聞き取り調査により作成。





号7は60~69歳に男 3人、女 1人、 30~39歳
に男 1人となっている。⑦生産者番号9は70
~79歳に男女 1人ずつ、 40~49歳に男 1人、
⑧生産者番号10は70~79歳に男 1人、 60~69




は50~59歳に男 1人、 30~39歳に男 1人、⑫
生産者番号14は30~39歳に男 1人、⑬生産者
番号16は60~69歳に男 1人、 50~59歳に男 l
人となっている。このように、 1戸あたりの
生産者数は 1~9人であり、うち 1人は 6戸、
2人は 3戸、 3人は 2戸、 4人は 2戸、 5人








の年もあるが、 2008年は 4戸、 1995年は 2戸、
1984年、 1988年、 1989年、 1994年、 1999年、














26 山形県における啓翁桜産地の生産流通構造—JA 山形おきたまと JAてんどうの例—
第2表 1戸ごとの生産者年齢構成
生産者番号 l 生産者番号 2 生産者番号3、8 生産者番号4、5、15









































計 5 1 計 1 
゜
計 1 
゜生産者番号6 生産者番号 7 生産者番号9 生産者番号10












70~79歳 1 1 70~79歳 1 



























゜゚計 1 1 計 4 1 計 2 1 計 2 1 
生産者番号11 生産者番号12 生産者番号13 生産者番号14




























゜゚30-39歳 1 1 30-39歳 ゜
























東北文化研究所紀要第52号 2020年12月 27 
第3表栽培開始年 第5表出荷先



























゜---------------------------------1999年 l 2017年 ゜2000年 ゜
2018年



















栽培作物の組み合わせ型は第4表に示した 100％出荷している生産者 (6戸）の 2つがあ









































ニ まか10%16 I JA山形おきたまが 0
聞き取り調査により作成。


























約 1,500本 1 
約 2,000本 1 
約 3,000本 1 
約 4,000本 2 
約 5,000本 1 
約 8,000本 3 
・---------------------・ 
約 15,000本 2 
約 20,000本 1 
約 25,000本 1 
約 30,000本 1 














































東北文化研究所紀要第52号 2020年12月 29 
問題点
第7表産地の抱える問題点
生産者番号--------;--------;--------;--------l計1 2 3 4 : 5 6 7 8 : 9 10 1 12: 13 14 15 16 
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肥料代や薬品代が高い i : i 0戸-::~;~~:::;;~;::·-:-----------------------------1-- ------~----! ~---- ---!------!------~,----~:-
啓翁桜の収益率が悪い O iO : : 0 3戸




00:00 ！ ： : 0 0 ll戸

























































































































と、 2008年度は約 6万本、 2009年度は約 3万本、
2010年度は約 2万5千本、 2011年度は約 3万
本、 2012年度は約 5万本であった。続いて、
2013年度は約 5万本、 2014年度は約 5万本、
2015年度は約 5万本、 2016年度は約 3万5千
































































゜゜80-89歳 2 ゜70~79歳 4 2 
60~69歳 1 
゜50~59歳 1 1 
40~49歳 3 1 
30~39歳 1 




が、とくに70~79歳は 6 （男 4、女2)人と多
い。続いて、 40~49歳は 4 （男 3、女 l)人、













生産者番号 l 生産者番号 2 生産者番号3、7 生産者番号4














゜゚70~79歳 2 1 70~79歳 ゜゚
70~79歳
゜゚






































゜゚計 4 2 計 1 ゜
計 1 
゜
計 2 1 
生産者番号5 生産者番号6






















計 2 1 
単位：人
聞き取り調査により作成。
東北文化研究所紀要第52号 2020年12月 33 
に男 1人、 70~79歳に男 2人と女 1人、 40~49
歳に女 1人、 30~39歳に男 1人、②生産者番号
2は60~69歳に男 1人、③生産者番号3、7は
40~49歳に男 1人、④生産者番号4は70~79歳
に男女 1人ずつ、 40~49歳に男 1人、⑤生産者
番号5は70~79歳に男 1人、⑥生産者番号6は
80~89歳に男 1人、 50~59歳に男女 1人ずつと
なっている。このように、 1戸あたりの生産者
数は 1~6人であるため、啓翁桜の栽培はいず
れも少人数で成り立っている。 1人は 4戸、 3







の年もあるが、 1985年、 1990年、 1993年、 1997
第10表栽培開始年





























゜2001年 1 計 7 
2002年
゜



























































型は 3つあるが、 JAてんどうには前述③の 1
第13表例年の平均出荷量
出前量 生産者数
約 500本 1 
約 3,000本 1 
約 3,200本 1 
約 4,000本 1 














































































高齢者の労働の負担感が大きい 1 ° ° i 0 3戸



































































































































が、 2008年は4戸、 1995年は2戸、 1984年、
1988年、 1989年、 1994年、 1999年、 2001年、







































































































































38 山形県における啓翁桜産地の生産流通構造—JA 山形おきたまと JAてんどうの例—
ーの啓翁桜栽培農家江口栄次さん」．
・B本農業新聞 (1997.12. 7) :「荒廃桑園生かし産
地化」．
注







月16日、 JAおいしいもがみと JA新庄市と JA金山で
は2018年11月15日にそれぞれ確認した。インターネッ
トでの検索でヒットした生産者または各JAの啓翁桜
の担当者には、①JAの管轄地域に啓翁桜の生産者が
いるかどうか、②生産者数が2戸以上であるかどう
かについて聞き取り調査を行った。なお、生産者数
が1戸のみである JAおいしいもがみ、 JA庄内たが
わ、 JA鶴岡は個人情報の観点から生産者の情報を示
さないこととした。
▼ 2 山形県置賜総合支庁産業経済部置賜農業技術普
及課の管轄地域は、米沢市、川西町、南陽市、高畠
町である。
▼ 3 山形県置賜総合支庁産業経済部西置賜農業技術
普及課の管轄地域は、長井市、白鷹町、小国町、飯
豊町である。
▼ 4 高畠町、白鷹町、長井市以外の市町には部会や
研究会がない。
▼ 5 2018年12月20日に行ったJAてんどうへの聞き取
り調査によると、促成室の建設業者は入札により決
定するとのことであった。
